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2021年9月22日 

 

各 位 

 

会 社 名 ラ オ ッ ク ス 株 式 会 社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 飯 田  健 作 

（コード番号 8 2 0 2 東 証 第 ２ 部 ） 

問合せ先 コーポレート統括本部副本部長 佐 藤  学 

（ＴＥＬ 0 3 － 5 4 0 5 － 8 8 5 9 ） 

 

 

完全子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）および 

個別決算における特別損失（抱合せ株式消滅差損）の計上に関するお知らせ 
 

当社は、2021 年 9 月 22 日開催の取締役会において、下記のとおり当社の完全子会社である L Capital TOKYO

株式会社（以下、「LCT」といいます。）を吸収合併（以下、「本合併」といいます。）することを決議し、本合併に係る合併

契約を締結いたしました。また、これに伴い、2021 年 12 月期の個別決算において特別損失（抱合せ株式消滅差損）を

計上する見込みですのでお知らせいたします。 

なお、本合併は完全子会社を対象とする簡易吸収合併であるため、開示事項・内容を一部省略しております。 

 

記 

 

１． 合併の目的 

 

当社連結子会社である LCT は同じく当社の連結子会社であるシャディ株式会社の株式を 100％保有しております

が、当社グループにおける経営資源の集中と効率化を図るため、本合併を行います。 

 

２． 合併の要旨 

（１） 合併の日程 

合併契約承認取締役会 2021年9月22日 

合併契約締結日 2021年9月22日 

合併効力発生日 2021年12月 1日（予定） 

※本合併は、当社においては会社法第 796 条第 2 項に定める簡易合併であり、LCT においては会社法第 784

条第1項に定める略式合併であるため、いずれも合併契約承認株主総会を開催いたしません。 

 

（２） 合併の方式 

当社を存続会社とする吸収合併方式で、LCTは解散いたします。 

 

（３） 合併に係る割当ての内容 

当社の完全子会社との合併であるため、本合併による新株の発行、資本金の増加および合併交付金、その他

一切の対価の交付を行いません。 

 

（４） 消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 
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３． 合併当事会社の概要 

 吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

（１）名称 ラオックス株式会社 L Capital TOKYO株式会社 

（２）所在地 東京都港区芝公園2丁目11番1号 東京都港区芝公園2丁目11番1号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 羅 怡文 

代表取締役 飯田 健作 

代表取締役 矢野 輝治 

（４）事業内容 国内リテール事業、海外事業、アセット事業 投資事業 

（５）資本金 23,000 百万円 10百万円 

（６）設立年月日 1976年9月27日 2018年3月12日 

（７）発行済株式数 93,335,103 株 40,152株 

（８）決算期 １２月３１日 １２月３１日 

（９）大株主及び持株比

率 

（2021年 6月30日現在） 

① GRANDA GALAXY LIMITED 

② GRANDA MAGIC LIMITED 

③ 日本観光免税株式会社 

34.51％ 

30.39％ 

6.01％ 

ラオックス株式会社 100.00％ 

（10）直前事業年度の財政状態及び経営成績 

決算期 
2020年12月期 

(連結) 

2020年12月期 

(単体) 

2020年12月期 

(単体) 

純資産額 27,575百万円 23,529 百万円 1,998百万円 

総資産額 63,523百万円 32,944 百万円 2,208百万円 

１株当たり純資産額 293円 31銭 257円 20銭 49,781円40銭 

売上高 82,988百万円 17,818 百万円 ―百万円 

営業利益（△は損失） △3,359百万円 △2,978 百万円 △0百万円 

経常利益（△は損失） △3,444百万円 △4,683 百万円 △0百万円 

親会社株主に帰属する 

当期純利益（△は損失） 
△16,641百万円 △16,363 百万円 △0百万円 

１株当たり当期純利益 

（△は損失） 
△182円 04銭 △179円 00銭 △4円27銭 

（注１） 持株比率は、発行済株式数から自己株式（1,918千株）を控除して計算しております。 

 

４． 合併後の状況 

本合併による当社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金、決算期の変更はありません。 

 

５． 今後の見通し 

本合併に伴い、当社個別決算において特別損失（抱合せ株式消滅差損）として約 490 百万円を計上する見込み

ですが、本合併は、当社の完全子会社との合併であるため、連結業績への影響はありません。 

 

以 上 


